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しんせいじんのほうふ

本日は、成人を迎えた私たちの門出に対し、このような式典を催していただき、誠にあ
りがとうございます。激励やお祝いのお言葉をいただきました、町長をはじめご来賓の方々、
ご出席いただきました皆さまに新成人を代表してあいさつさせていただきます。
はじめに、本日無事に成人式を迎えることができたのも、ずっと私たちを見守っていただ

いた地域の方々、日々の成長を支えてくださった先生方、そして、ここまで育ててくれた家
族の励ましとご指導があったからです。あらためて新成人一同深く感謝の気持ちを表します。
さて、今年度をもちまして私たちは二十歳を迎えますが、社会人としてはまだまだ未熟
な存在であります。学生として勉強に励む人、社会に出て働いている人、まだ将来の道を
考えている人、さまざまな立場に立っています。しかし、成人として晴れの門出を迎えた
今日、大人としての自覚を持ち、責任ある社会人として歩んでいくことをここに誓います。
また、これから出会うたくさんの人を大切にし、常に何事にも感謝することを忘れないよ
うに心掛け、成人としての人生の新たな一歩を本日ここに踏み出します。
皆さまのような立派な社会人となるため、どうかこれからも温かい目でご指導ご鞭

べん

撻
たつ

の
ほど、よろしくお願い申し上げます。簡単ではございますが、新成人代表のあいさつとさ
せていただきます。本日は誠にありがとうございました。

朝山慶さん
（竹来中卒）

白井勇希さん
（阿見中卒）

本日は、私たちのために盛大な式を開いていただき、誠にありがとうございます。町長を
はじめ、ご来賓の方々、ご臨席していただきました皆さまより激励のお言葉を賜りまして、
新成人を代表して心より感謝申し上げます。また、今日無事成人式を迎えることができまし
たのも、私たちを温かく見守ってくださった先生方や地域の方々、優しく時に厳しく愛情を
もって育ててくれた家族のおかげであり、新成人一同強く喜びを感じているところです。
喜びを感じているのと同時に、私たちは今、人生の大きな通過点に立つことになりました。
20歳だとまだ若いと言われますが、私はそうではないと思っています。自分の力を出せる
瞬間は流れ星のようにあっという間であり、その短い人生の中で、物事に対して本気で考
え行動することで、素晴らしい未来に出会えると確信しています。一人一人が大人として
の自覚と責任を持ち、強くたくましく生きていくことをここに誓います。
ただ、まだ未熟なところがたくさんあることも自覚しておりますが、一人前になれるよ
う日々精進していきます。最後になりましたが、ご来賓の方々、ご臨席していただきまし
た皆さまにお礼を重ねて申し上げ、新成人代表のあいさつをさせていただきます。

本日は私たちのために盛大な成人式を開いてくださり、誠にありがとうございます。ま
だまだ学生の身で、成人と言われても実感の湧かなかった私ですが、天田町長をはじめ皆
さま方からの激励のお言葉をいただき、ようやく成人としての自覚を感じるようになって
まいりました。今までは自分中心の生活で甘えてばかりいましたが、自らの選択、意思決
定にしたがってこれからの人生を歩んでいき、自分自身の将来を考えていきたいです。
私たちはこれから「大人」という枠組みの中でさまざまな人と出会い、ぶつかり合い、支
え合い、傷つけ合い、学び合っていくでしょう。迷いや悩みで苦しむこともあると思いま
すが、一人じゃないということを胸に刻み込んで、克服して前に進んでいきたいと思います。
そして、人との絆を大切にして、心温まる未来をつくっていきたいと思います。
あらためまして、20年間私たちを育て支えていただき、ありがとうございました。そし
て、未熟な私たちをこれからもどうぞよろしくお願いします。

浅野智貴さん
（朝日中卒）

新成人の抱負新成人の抱負

2

「思い出に残るすばらしい成人式にしたい」と、式典運営に
ご協力いただいた 22人の新成人をご紹介します（順不同）。
式典会場では、受付や会場整理、アンケート回収などの業
務を担当していただきました。



しんせいじんのほうふ

平山由佳さん
（阿見中卒）

金坂晃嗣さん
（阿見中卒）

岩持成郁さん
（阿見中卒）

横山紗也香さん
（朝日中卒）

石井杏さん
（竹来中卒）

根本隆仁さん
（阿見中卒）

齋藤夏希さん
（阿見中卒）

池延美友紀さん
（阿見中卒）

竹平早希さん
（阿見中卒）

本田尚子さん
（阿見中卒）

石塚奈月さん
（阿見中卒）

酒寄正恕さん
（朝日中卒）

緑川慶太さん
（朝日中卒）

吉田沙紀さん
（朝日中卒）

長倉立樹さん
（朝日中卒）

宮﨑椋太さん
（朝日中卒）

塩見大樹さん
（竹来中卒）

江畑宏晃さん
（竹来中卒）

平岡拓也さん
（竹来中卒）

▼大人になるという自覚を持ち、阿見町の未来が明るくなるよう頑張ります
▼大人としての教養を身につけ、物事を多面的に見られる人間になりたい
▼相手の真の思いに気づき寄り添える人になりたい
▼自律した生活を送り、目標に向かい計画的な努力をする
▼自分らしさを失わない大人になります
▼粘り強く、情熱を持って物事に励む人になりたいと思っています
▼素直な謙虚さを備え持ち、社会に貢献していきたいです
▼何事もチャレンジし、自分自身の可能性を探りたい

3 問い合わせ　生涯学習課☎888−2526

●新成人の抱負
式典運営にご協力い

ただいた新成人の皆さ
んに、新成人としての
抱負を書いていただき
ました。その中から、
いくつかの抱負をご紹
介します。



みんせいいいん・じどういいんしょうかい

櫻井　千鶴子

二区南の東

酒井　美智子

中央西

山中　春枝

福田

小松﨑　輝雄

三区上・下

藤平　勇雄

一区

槇　礼子

上本郷の本通り

下村　茂

中根・下本郷

鈴木　惠子

二区北の中

栗山　光世

上吉原・新山

相澤　南美子

上郷一

渡邊　美千代

中央東の南

奥田　久夫

中郷西

平川　敬子

西方

湯原　和弘

北・宿

宮本　尚子

西郷

菅谷　芳光

実穀

飯野　能久

上長

宇留野　照子

二区北の西

川﨑　敏

大砂・吉原住宅

大川　信一郎

一区北

和泉　勉

住吉一丁目

山口　道子

富士団地

野呂　薫

鈴木の 1・2班

鈴木　三重子

住吉二丁目

荒川　忠

一区南

斎藤　猛

鈴木の 3・4班

豊田　芳英

二区北の東

横田　照代

上小池・下小池

田村　由美子

阿見台

羽住　なみ子

中央南の北

鴻巣　道明

中央南の南

西　征夫

中央北

齊藤　禎勇

上郷二

飯田　尚史

上郷三

青山　和江

中吉原・下吉原

橋本　與一郎

寺子

潮田　惠美子

中央東の北

新しい
民生委員児童委員が
決まりました

社会福祉課社会福祉係☎888ー1111（162・163）

関根　三郎

主任児童委員

朝日中
学校区
➡

阿見中
学校区
➡
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みんせいいいん・じどういいんしょうかい

野口　智惠子

岡崎の南

尾崎　勝男

曙東の東

安藏　茂

青宿の東

吉田　昌男

竹来

小松澤　衛

掛馬

北澤　唯一

上島津

伊藤　清悦

下島津・南島津

佐藤　勲

飯倉二

村野　定雄

曙南の北

芳賀　勝弥

新町

川﨑　行雄

二区南の中

伊藤　紀美子

シンワ

田邉　勉

筑見

中井　文子

二区南の西

長尾　和博

南平台一・二

小倉　せつ子

南平台三

鵜沢　昭三郎

大形

岩下　公

白鷺団地

内田　孝雄

青宿の西

小泉　治久

飯倉・塙

日下部　一

大室

黒田　泰壽

中郷東の北

清水　廣

上条

板垣　義夫

曙東の西

齋藤　鷹一

立ノ越

金子　典子

追原

芦田　孝司

君島・石川

煙川　公子

霞台の南

鈴木　知子

岡崎の北

楠　茂三郎

中郷東の東

大越　賢

中郷東の西

山﨑　愛子

廻戸

木内　正子

霞台の北

加藤　力男

曙南の南

村木　登志子

レイクサイドタウン

長沼　繁代

主任児童委員

長塚　和子

主任児童委員

竹来中
学校区
➡

委員の氏名

（敬称略）

電話番号

担当地域

5　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

田中　克美

本郷

■民生委員児童委員が改選されました
平成 25年 12 月 1日付で、全国一斉に民生委員
児童委員が改選され、町では主任児童委員を含め
た下記の人が厚生労働大臣から委嘱を受けました
（上本郷の東・西・北は欠員）。
委嘱された委員は、3年間にわたり住民の皆さん
の良き相談相手として福祉行政とのパイプ役を果
たしてくださいます。
また、各中学校区ごとに委嘱された 3人の主任

児童委員は、各担当地域の民生委員児童委員と連
携して、より広域な児童問題に対応します。
■こんな活動をしています
地域福祉の増進を図るため、協力活動および相	
談・指導を行っています。
■プライバシーは守られます
相談内容の秘密は固く守られます。安心してご
相談ください。
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参
の
う
え
役
場
2
階
交
通
防
災

課
に
請
求
す
る
。
❶
会
員
証
❷

運
転
免
許
証
（
免
許
の
必
要
な

車
両
を
運
転
中
の
事
故
の
と

き
）
❸
交
通
事
故
証
明
書
（
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
所
長

発
行
の
も
の
）
※
こ
の
証
明
書

が
な
い
場
合
は
、
指
定
の
証
明

書
類
に
よ
り
9
等
級（
3
万
円
）

ま
で
の
制
限
支
給
に
な
り
ま
す

❹
診
断
書
（
医
師
の
診
断
書
・

柔
道
整
復
師
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う

師
の
施
術
証
明
書
が
必
要
。
見

込
み
診
断
書
不
可
）
※
同
日
に

2
か
所
以
上
の
治
療
機
関
に
通

院
し
て
い
る
と
き
は
、
1
日
と

し
て
計
算
❺
委
任
状
（
請
求
人

（
未
成
年
の
場
合
親
権
者
）
以

外
の
人
が
請
求
す
る
と
き
）

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
期
間
：
事

故
発
生
日
の
翌
日
か
ら
2
年
以

内
で
す

●
身
障
見
舞
金
と
は
：
共
済
期
間

中
の
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
が

原
因
で
、
そ
の
後
1
級
ま
た
は

2
級
の
身
体
障
害
者
と
な
っ
た

と
き
は
、
共
済
見
舞
金
と
は
別

に
、
身
障
見
舞
金
と
し
て
50
万

円
が
支
払
わ
れ
ま
す

※
こ
の
制
度
は
、
共
済
見
舞
金
の

給
付
を
受
け
た
会
員
の
み
対
象

と
な
り
ま
す

共
済
期
間
中
の
▼
日
本
国
内
の

道
路
上
を
運
行
中
の
自
動
車
・
バ

イ
ク
・
自
転
車
等
の
接
触
・
衝
突
・

転
落
・
転
覆
な
ど
の
事
故
に
よ
る

人
の
死
傷
▼
踏
切
道
に
お
け
る
電

車
等
と
の
接
触
・
衝
突
の
事
故
に

よ
る
人
の
死
傷

ー
が
対
象
で

す
。

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
：
▼
会
員

ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の
故
意

に
よ
る
事
故
▼
会
員
が
無
免

許
・
酒
気
帯
び
運
転
中
に
生
じ

た
事
故
ま
た
は
そ
の
事
実
を
承

知
で
同
乗
し
て
い
た
事
故
▼
地

震
・
洪
水
・
暴
風
・
そ
の
ほ
か
の

天
災
で
生
じ
た
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
一

部
：
▼
正
当
な
理
由
な
く
医
師

の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

▼
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人

の
重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
▼

そ
の
ほ
か
法
令
に
違
反
し
組
合

長
が
不
適
当
と
認
め
る
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法
：
次

の
❶
〜
❺
の
書
類
と
印
鑑
を
持

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県

内
在
住
者
を
対
象
と
し
た
、

交
通
事
故
災
害
の
救
済
制
度
で

す
。
県
内
市
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
が
加

入
で
き
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
加
入
者
に
は
日
本
国
内

で
生
じ
た
交
通
事
故
災
害
に
対
し

て
、
見
舞
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
会
費
（
1
年
間
）
：
▼
大
人
：

9
0
0
円
▼
中
学
生
以
下
（
4

月
1
日
現
在
）
：
5
0
0
円

●
見
舞
金
：
▼
死
亡
：
1
0
0
万

円
▼
最
高
傷
害
：
30
万
円
▼
身

障
見
舞
金
：
50
万
円

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、
会
費
を
添
え
て
役
場
2
階
交

通
防
災
課
ま
た
は
う
ず
ら
出
張
所

に
申
し
込
む
。

平
成
26
年
度
の
加
入
受
付
は
、

2
月
3
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
共

済
期
間
は
4
月
1
日
（
4
月
1
日

以
降
申
し
込
み
の
場
合
は
、
申
し

込
み
日
の
翌
日
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
）
か
ら
来
年
3
月
31
日
ま
で

で
す
。

申
し
込
み
方
法
等

対
象
に
な
る
事
故

請
求
手
続
き
等

問い合わせ　交通防災課☎888ー1111（276・277）

会
費
・
見
舞
金
等

給
付
で
き
な
い
場
合

けんみんこうつうさいがいきょうさい
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国保年金課国保係・後期高齢医療福祉係☎888ー1111（131〜 135）

交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど
第

三
者
の
行
為
に
よ
る
負
傷

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費

は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
届

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
使
っ
て

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
負
傷
は
、
原
則
と
し
て
加

害
者
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
負
担
し
た
医
療
費
は
、
後

日
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
請
求
を
適
正
に
行
う
た
め

に
も
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
負

傷
に
お
い
て
健
康
保
険
で
治
療
を

受
け
る
と
き
は
、
必
ず
国
保
年
金

課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
三
者
の
行
為
に
該
当

す
る
場
合
と
は
?

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
国
保
年

金
課
へ
『
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
』
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
▼
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

▼
け
ん
か
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き

ー
な
ど

■
示
談
を
結
ぶ
前
に
届
け

出
・
手
続
き
を

国
保
年
金
課
に
届
け
出
る
前
に

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
と
、
国
保
・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
使
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
年

金
課
に
ご
相
談
の
う
え
、
必
要
な

届
け
出
・
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
こ
ん
な
と
き
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は

使
え
る
？

Q
交
通
事
故
加
害
者
と
し
て
ケ
ガ

を
し
た
場
合
は
?

A
届
出
を
す
れ
ば
使
え
ま
す

た
だ
し
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許

運
転
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為

だ
っ
た
場
合
は
、
給
付
制
限
に

該
当
し
、
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す

Q
仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

は
?

A
労
災
保
険
が
優
先
適
用
さ
れ
ま

す業
務
中
や
通
勤
途
中
の
交
通
事

故
に
よ
る
ケ
ガ
は
、
労
災
保
険

で
治
療
を
受
け
る
の
が
原
則
で

す

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
?

❶
警
察
に
届
け
出
る

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
速
や

か
に
警
察
に
届
け
出
て
、
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
交

通
事
故
証
明
書
』
を
発
行
し
て
も

ら
い
ま
す
。

❷
国
保
年
金
課
窓
口
に
届
け
出
る

▼
印
鑑
▼
健
康
保
険
証
▼
交

通
事
故
証
明
書
（
後
日
で
も
可
）

▼
運
転
免
許
証
（
車
・
バ
イ
ク
な

ど
の
場
合
）
ー
を
持
参
し
て
、

国
保
年
金
課
の
窓
口
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
手
の
い
な
い
自
損
事
故
の
場

合
も
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
の
注
意
点

●
事
故
の
相
手
を
確
認
す
る

お
互
い
の
連
絡
先
・
車
の
ナ
ン

バ
ー
・
運
転
免
許
証
（
住
所
・
氏
名

な
ど
）・
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

●
医
師
の
診
察
を
受
け
る

事
故
直
後
は
シ
ョ
ッ
ク
で
痛
み

を
感
じ
な
く
て
も
、
負
傷
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
損

害
賠
償
請
求
に
は
多
く
の
場
合
、

診
断
書
や
医
療
機
関
の
領
収
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

必ず届け出を！

国保・後期高齢者医療制度の被保険者が
交通事故など第三者の行為による負傷にあったときは

必ず届け出を！

被
害
者

（
国
保
加
入
者
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
）

国
保
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

医
療
機
関

加
害
者

➡

届出

➡
請　求

➡ 医　療

➡ 支払い

●交通事故などの第三者行為●
国保・後期高齢者医療制度で治療を受ける場合

医療費の
一時立て替え

➡

事故
発生

みんなでささえ愛…こくほ
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いりょうふくし

●
申
請

国
保
年
金
課
窓
口
へ
、
▼
健
康

保
険
証
▼
印
鑑
▼
保
護
者
の
金
融

機
関
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

▼
0
歳
〜
小
学
校
3
年
生
ま
で
の

人
で
、
転
入
等
に
よ
り
町
で
所
得

が
確
認
で
き
な
い
人
は
、
父
・
母

そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
税
課
税
証
明
書

等
（
※
）
ー
を
持
参
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
医
療
福
祉
費
受
給
者
証

を
交
付
し
ま
す
。

※
住
民
税
課
税
証
明
書
等
は
、『
総

所
得
・
扶
養
人
数
・
所
得
控
除
』

の
記
載
さ
れ
た
も
の
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
誕
生
月
に

よ
っ
て
必
要
な
年
度
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
担
当
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
更
新

0
歳
〜
小
学
校
3
年
生
の
人
は

年
に
1
回
、
誕
生
月
に
更
新
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
3
年
生

修
了
時
に
も
更
新
が
あ
り
ま
す
。

療医
福祉

な
お
、
更
新
の
際
は
通
知
を
郵
送

し
ま
す
。

●
届
出

お
使
い
の
健
康
保
険
証
や
振
込

口
座
な
ど
の
届
出
内
容
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
は
、
お
早
め
に
変
更

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
保
険
証
と
医
療
福
祉
費
受

給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓

口
で
の
自
己
負
担
は
左
記
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。

▼
外
来
の
場
合
：
一
つ
の
医
療
機

関
に
つ
き
1
日
6
0
0
円
、

月
2
回
を
限
度
に
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
保
険
薬
局

で
の
調
剤
に
か
か
る
自
己
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん

▼
入
院
の
場
合
：
1
日
3
0
0

円
、
月
3
0
0
0
円
を
限
度

に
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
入

院
時
の
食
事
代（
標
準
負
担
額
）

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）

※
た
だ
し
、
学
校
等
（
保
育
所
を

含
む
）
の
管
理
下
に
お
け
る
負

傷
等
（
災
害
）
に
つ
い
て
は
、

学
校
等
で
加
入
す
る
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共

済
給
付
制
度
が
優
先
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
場
合
の
負
傷
等

（
災
害
）
に
よ
り
医
療
機
関
等

を
受
診
す
る
際
に
は
、
医
療
福

祉
費
受
給
者
証
を
提
示
し
な
い

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い

●
町
か
ら
の
助
成

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
た

外
来
お
よ
び
入
院
自
己
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
町
が
独
自
に
助
成
し

ま
す
。
後
日
、
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
の
で
、
最
初
に
マ
ル
福

を
申
請
す
る
と
き
、「
医
療
福
祉

費
入
院
・
外
来
自
己
負
担
金
支
給

申
請
書
兼
口
座
振
替
依
頼
書
」
を

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
原
則

と
し
て
、
診
療
月
の
4
か
月
後
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

※
外
来
自
己
負
担
金
が
6
0
0

円
未
満
の
場
合
に
は
町
で
受
診

状
況
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、

国
保
年
金
課
窓
口
で
外
来
自
己

負
担
金
支
給
申
請
書
の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
ー
持
参
す

る
も
の
：
▼
医
療
機
関
等
の
発

行
す
る
領
収
書（
コ
ピ
ー
不
可
。

受
診
者
名
・
保
険
点
数
の
記
載

の
あ
る
も
の
）▼
医
療
福
祉
費

受
給
者
証
▼
健
康
保
険
証
▼
印

鑑医
療
福
祉
費
受
給
者
証
は
県
外

で
の
診
療
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

県
外
で
診
療
を
受
け
た
と
き
は
、

国
保
年
金
課
窓
口
で
医
療
福
祉
費

支
給
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の
：
▼
医
療
機
関

等
の
発
行
す
る
領
収
書
（
コ
ピ

ー
不
可
。
受
診
者
名
・
保
険
点

数
の
記
載
の
あ
る
も
の
）▼
医

療
福
祉
費
受
給
者
証
▼
健
康
保

険
証
▼
印
鑑

※
健
康
保
険
組
合
等
か
ら
の
療
養

費
給
付
証
明
書
や
支
給
決
定
通

知
書
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

小
児
医
療
福
祉
費
（
マ
ル
福
）
制
度
と
は
、
町
に
住
所
が
あ
り
、
各
種

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
0
歳
か
ら
中
学
校
3
年
生
の
人
に
対

し
、
保
険
診
療
と
な
る
医
療
費
（
柔
道
整
復
師
等
に
よ
る
健
康
保
険
適
用

の
施
術
も
含
む
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

申
請
と
届
出

県
内
の
医
療
機
関
等
に

か
か
る
場
合
は
…

県
外
の
医
療
機
関
等
に

か
か
る
場
合
は
…

小児の

医療福祉費（マル福）制度

◎
小
児
マ
ル
福
（
小
学
校
4

年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生

ま
で
）
に
つ
い
て
は
、
特
定

防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
を
活
用
し
て
い
ま

す



国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

国
金民
年結婚や就職・転職・退職などにより国民年金の加入の仕方が変わることがあ

り、その都度届出が必要になります。届出を忘れると、将来受け取る年金
額が減額されたり、受け取れなくなる場合もあります。届出は、忘れずに
行いましょう。

国民年金は、まず届出から国民年金は、まず届出から

※ 1　種別：▼第 1号被保険者：自営業者・農林漁業従事者・学生・無職の人など　▼第 2号被保険者：会社員・公務員
▼第 3号被保険者：第 2号被保険者に扶養されている配偶者
※ 2　基本的には会社等で厚生年金等の加入手続きをすれば国民年金の資格は自動喪失となりますが、会社等で保険証
を受領した時点で国保年金課窓口において国民年金の喪失届をすれば、より速やかな切り替えができます

届け出が必要なとき 種別（※ 1） 届出先

第
1
号
被
保
険
者

20 歳になった（厚生年金・共済組合の加入者を除く） 第 1号 国保年金課

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 1号→第 2号 勤務先（※ 2）
共済組合に加入

住所・氏名が変わった 第 1号 国保年金課

任意加入する 任意加入被保険者 国保年金課

海外に転出する人が引き続き国民年金に加入する 任意加入被保険者

国内に親族が
いる　…最終住所地の市町村
いない…最終住所地を管轄す

る年金事務所

保険料を納めるのが困難 第 1号 国保年金課

保険料を口座振替で納めたい 第 1号 金融機関・年金事務所

年金手帳をなくした 第 1号 国保年金課・年金事務所

第
2
号
被
保
険
者

会社・役所などを退職した
本人 第 2号→第 1号

国保年金課
扶養されている配偶者 第 3号→第 1号

会社などを退職し、配偶者（第 2号被保険者）の扶養になる 第 2号→第 3号 配偶者の勤務先

住所・氏名が変わった 第 2号 勤務先

年金手帳をなくした 第 2号 勤務先

第
3
号
被
保
険
者

20 歳になった 第 3号 配偶者の勤務先

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 3号→第 2号 勤務先
共済組合に加入

配偶者が会社を変わった（加入制度が変わらない場合を除く） 第 3号 配偶者の新しい勤務先

配偶者（第 2号被保険者）に扶養されるようになった
第 1号→第 3号
第 2号→第 3号

配偶者の勤務先

収入増・離婚で配偶者の扶養から外れた 第 3号→第 1号 国保年金課

住所・氏名が変わった 第 3号 配偶者の勤務先

年金手帳をなくした 第 3号 年金事務所

国民年金保険料の納付は、口座振替がお得です！　2月 28日までに手続きを！
1 年前納（4月〜翌年 3月分）、半年前納（4月〜 9月分・10月〜翌年 3月分）の他に、平成 26年 4月か
ら 2年前納（4月〜翌々年 3月分）もご利用いただけます。口座振替の申し込みは、2 月 28日（金）までに、
各金融機関の窓口または年金事務所において手続きしてください。　※当月分を当月末に振り替え（50円
割引）の早割制度は、随時受付しています　●問い合わせ　土浦年金事務所国民年金業務一課☎824ー7121

9　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

みんなでささえ愛…ねんきん
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町民活動推進課　☎888ー1111（272）　／　町民活動センター　☎888ー2051

町民活動センターでは、町内で社会貢献・地域貢献の活動をしている団体情報を募集していますので、お気
軽にご相談ください。

阿見町の地域貢献・
社会貢献活動団体

くれぱすの会は、「生の声を通して温かい心とくじけない強さを
子どもたちに伝えたい」という思いから、絵本の読み聞かせ・紙芝	
居・ペープサート（紙人形劇）などの活動をしています。

今から 30年ほど前の 1982 年、阿見町にはまだ中央図書館がな
く、図書室が中央公民館の中にありました。その時「くれぱすの会」
は、「阿見紙芝居の会」として活動していました。それから数年後、
親しみやすいグループ名にと「くれぱすの会」に変更しました。

途中 13 年間お休みをいただきましたが、2010 年 12 月に新た
なメンバーを加えて、お話会を開いています。子どもたちはもち
ろんのこと、15年前に参加したお母さんからも、小さい頃に子ど
もを参加させて良かったとの声をいただきました。皆さんもぜひ
一度、絵本の楽しさを味わいに「くれぱすの会」へお越しください。
お待ちしています。

「くれぱすの会」

活動日時　月 1回（土曜日または日曜日）　午後 2時から
活動場所　本郷ふれあいセンター和室
問 合 せ　「くれぱすの会」代表三坂　☎841－4868

NPOほうじん・ボランティアだんたい

●ヤーコンフェアに参加しました
東京日本橋での「まい・あみマルシェ in 日本橋」（11月 8日）、あみプレミ
アム・アウトレットでの「まい・あみマルシェ」（12月 15日）において、ヤー
コンフェアが開催されました。会場では、NPO法人日本ヤーコン協会の月
橋理事長自らが、ヤーコンについてのパネル展示、ヤーコン茶やヤーコン春
雨の試食・販売を行っていました。
日本ヤーコン協会では、多くの人にヤー
コンを知っていただき、イモを食しお茶を
飲用していただいて元気で楽しい生活がで
きることを願っています。また、このこと
が医療費の節約にもつながるものと期待し
て活動しています。

■活動報告コーナー

問 合 せ　NPO法人「日本ヤーコン協会」理事長月橋　☎887－2118

ヤーコンにはこんな効果があります
◎生活習慣病の予防（ヤーコンのイモはフラクトオリゴ糖や
ポリフェノール、食物繊維を多量に含み、低カロリーです）
◎血糖値の低下（ヤーコン茶はインスリンのような働きをす
る物質を含みます）



11　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

毎月子ども関連施設を中心に放射線の定期測定を行っています。12月の測定結果については、次のとおりです。

放射線の定期測定

単位：マイクロシーベルト毎時
第 54回（測定日 12月 20日～ 27日）

施設名
屋内（床上） 屋外（地上）

施設名
屋内（床上） 屋外（地上）

0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m
阿見小学校 0.079 0.074 － 0.073 0.077 － 中郷保育所 0.073 0.086 － 0.088 0.085 －
実穀小学校 0.079 0.077 － 0.113 0.098 － 南平台保育所 0.061 0.065 － 0.086 0.088 －
吉原小学校 0.084 0.078 － 0.114 0.118 － 二区保育所 0.081 0.076 － 0.101 0.084 －
本郷小学校 0.071 0.083 － 0.097 0.090 － 学校区保育所 0.052 0.055 － 0.097 0.062 －
君原小学校 0.062 0.065 － 0.101 0.082 － あゆみ保育園 0.041 0.046 － 0.092 0.089 －
舟島小学校 0.080 0.084 － 0.090 0.084 － 阿見ひかり保育園 0.074 0.080 － 0.121 0.104 －

阿見第一小学校 0.085 0.081 － 0.106 0.092 － さくら保育園 0.090 0.087 － 0.058 0.054 －
阿見第二小学校 0.082 0.086 － 0.098 0.095 － 学校区児童館 0.063 0.064 － 0.102 0.101 －
阿見中学校 0.087 － 0.083 0.074 － 0.053 二区児童館 0.081 0.076 － － － －

朝日中学校 0.081 － 0.081 0.082 － 0.074 総合運動公園
（陸上競技場） － － － － 0.141 0.136

竹来中学校 0.084 － 0.077 0.097 － 0.090 総合運動公園
（野球場） － － － － 0.099 0.096

霞南至健中学校
・霞ヶ浦高校 0.097 － 0.095 0.076 － 0.069 霞ヶ浦平和

記念公園 － － － － 0.141 0.146

霞ヶ浦聾学校 0.070 0.067 0.077 0.076 0.066 0.076 ゆりの木公園 － － － － 0.097 0.099
ふたば幼稚園 0.064 0.059 － 0.098 0.097 － 岡崎ふれあい公園 － － － － 0.123 0.138
阿見みどり幼稚園 0.063 0.052 － 0.092 0.086 － うずらの公園 － － － － 0.057 0.062
荒川沖幼稚園 0.090 0.090 － 0.098 0.096 － 本郷近隣公園 － － － － 0.168 0.154
阿見幼稚園 0.084 0.081 － 0.123 0.105 － 平均値 0.075 0.073 0.083 0.094 0.096 0.099

町の農畜産物について

※「不検出」…「検出限界値」未満であることを表し、おおむね 25ベクレル毎キログラムになります
※「基準値」…穀類・肉・魚・野菜などの「一般食品」は、100ベクレル毎キログラムです
◎食品放射能測定システムの申込方法
農業振興課の窓口またはお電話（☎888ー1111 内線 183）でご予約ください。測定は無料です。

項　目 検査品目

不検出 キンカン、ギンナン、原木シイタケ、玄米、サトイモ、そば粉（2）、ターサイ、白米、干し芋、
ユズ

基準値内のもの ユズ（2）、ユズ皮
基準値を超えたもの 該当なし

▼放射性セシウムの測定結果（合計 14検体）

町内産農畜産物について、「食品放射能測定システム」により放射性物質の測定を行っています。12月の測
定結果については、次のとおりです。

（　）内は測定検体数

環境政策課放射能対策室☎888ー1111（116）

放射線の状況をお知らせします

※自然界からの放射線量を含む値です。また、機器の仕様で±10％程度の誤差が生じることがあります
◎一般家庭・事業所を対象とした放射線の測定の申込方法
環境政策課の窓口またはお電話（☎888ー1111 内線 116）でご予約ください。測定は無料です。

ほうしゃのうたいさく
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まちのこうきょうこうつう

都市計画課☎888ー1111（231・232）

あみまるくんは、平成 23年 2月 1日に運行を開始し、約 2年が経過しました。利用登録者も、平成 25年
12月末現在で 1,700 人の登録がされています。ご利用を希望する人は、事前に利用登録（無料）が必要とな
ります。利用者登録は随時受付していますので、『阿見町デマンドタクシー利用登録申請書』に必要事項を記入
し都市計画課までご持参いただくか、郵送でお申し込みください。利用登録申請書は、都市計画課・うずら出
張所・各公民館・各ふれあいセンター・総合保健福祉会館・図書館などに備え付けてあります。

デマンドタクシーの主な特徴

すでに利用登録されている人で、新たに身体障害者手帳・医療手帳・精神障害者保健福祉手帳・自立支援医療
受給者証を交付された人および介護保険法における『要介護者』『要支援者』に認定された人は、都市計画課ま
でお電話でご連絡をお願いします。申請者および付き添い者1人の1回の料金が200円で乗車できます。また、
介護認定の有効期限が満了した人は、更新手続き後にご連絡をお願いします。

利用料金について

▼自宅前から目的地（町内）まで行けます　　　　　▼みんなで利用する乗り合い制です
▼事前の利用登録と予約が必要です（登録無料）

●予約をお願いします
▼予約をしないと利用できません。利用される前
に下記の予約センターへ、必ず予約をお願いし
ます

▼運転手は予約の受付をすることはできませんの
で、帰りも利用される場合は、あらかじめ帰り
の分も一緒に予約してください

●キャンセルの場合も電話をお願いします
▼運行を円滑に行うために、予約をキャンセルさ
れる場合にも必ず連絡をお願いします。キャン
セル料金はかかりません

●目的地を複数指定することはできません
▼『郵便局に寄ってから買い物へ』などのように、
１回の運行で目的地を複数指定することは他の
利用者の迷惑となりますので、できません

●時間に余裕を持ってご利用ください
▼予約をされた皆さんの自宅や目的地を順番に回
っていきますので、ご利用になる便の予約状況

利用者の皆さまへのお願い
によっては、お迎えや目的地への到着に時間の
かかる場合があります
▼正確な到着時刻をお約束できませんので、お急
ぎの場合や、正確な到着時間を希望される場合
は、通常のタクシーなどのご利用をお願いしま
す

●予約をした場所でお待ちください
▼運転手は予約があった場所に到着した後、5分
程度待っても利用者が現れない時は、他の利用
者のことを考慮して次の目的地へ向かって出発
します

●自宅での乗降について
▼ご自宅までお迎えにうかがいますが、自宅まで
の道路が狭い場合や行き止り道路の場合など
は、広い道まで出てお待ちいただくことになり
ます。また、敷地が広い場合は、道路まで出て
お待ちいただきますのでご協力をお願いします

●大きな荷物・ペットは乗せられません

予約センター
●受付時間：午前 8時 30分〜午後 5時

●電話番号：888ー4
よ

1
い

5
交

2
通

運行日・運行時間
●月〜金曜日　※祝・祭日および年末年始は運休
●午前 8時〜午後 5時

あみまるくん
デマンドタクシー

ご利用案内
あみまるくん



13　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

予科練平和記念館　☎891ー3344　業務時間：月曜日を除く午前9時〜午後5時

よかれんへいわきねんかんだより

■第 6回テーマ展『～海軍将校を目指す教科書～海軍兵学
校と予科練』開催
▼期日：3 月 2日（日）まで
▼場所：予科練平和記念館 20世紀ホール
▼内容：予科練平和記念館に寄贈いただいた資料の中から、広島県江
田島にあった海軍の士官学校である海軍兵学校の教科書を中心に、
勉強の内容や予科練への影響、関わりなどを解説する展示を実施
します

▼観覧料：▽大人 500円（団体 400円）　▽小人 300円（団体 240円）

■講演会『阿見町の兵役』開催
▼期日：2 月 22日（土）
▼時間：午後 2時から
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼内容：阿見町の一部である元朝日村。その役場
で兵事係であった青山永氏（故人）が語った朝
日村の兵役をもとに、調査した阿見町の昭和初
期の兵役について概説します

▼講師：井元潔氏（予科練平和記念館歴史調査委員）
▼参加料：無料

◎学芸員のつぶやき

ずいぶん日が長くなりました。明るい時間が多いと、単純に喜びが増えるように思います。これから桜の花

に出会うまで、耳・鼻が切れてしまいそうな厳寒の風をまだ私たちは受けるわけですが、そのようなときに

も日々成長する草木の姿に目を向けたいものです。予科練平和記念館はまもなく開館 4周年を迎えます。

山あり谷あり、予科練平和記念館も成長を続けています。今年はさらに成長していきたいと思います。桜が

満開となる頃には、25万人目のお客さまを迎えているかもしれません。

▼予科練平和記念館ホームページ　http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

■戦争体験者による講演会開催
▼期日：2 月 23日（日）
▼時間：午後 2時から
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼内容：太平洋戦争の従軍経験などを話していただ
きます（詳細は後日お知らせします）

▼参加料：常設展観覧チケットが必要です

■陸上自衛隊東部方面総監が来館
平成 25 年 12 月 3 日、陸上自衛隊東部方面
隊東部方面総監の磯部晃一陸将（写真中央）が
予科練平和記念館に来館されました。
磯部氏は 1時間ほど滞在し、展示解説員の案
内により館内を周りながら、平和への思いを再
認識されていました。
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マラソンたいかい　けっかほうこく

マラソン大会阿見町　師走の阿見町で健脚を競った選手たち

12 月 1日、総合運動公園で阿見町マラソン大会が行われまし
た。この日は、845 人のランナーが出場し、健脚を競い合いま
した。大会結果は次のとおり（敬称略）。

■
小
学
生
男
子
低
学
年
（
2
㎞
）

❶
永
田
覇
人
　
（
本
郷
小
3
年
）　
　
7
分
17
秒

❷
大
関
風
馬
　
（
舟
島
小
3
年
）　
　
7
分
42
秒

❸
湯
原
舞
紘
　
（
阿
見
小
3
年
）　
　
8
分
01
秒

❹
仲
川
昇
汰
　
❺
桑
原
歩
夢
　
❻
長
澤
海
輝

❼
高
平
煌
士
　
❽
日
向
優
翔
　
❾
神
谷
風
太

�
野
村
　
修

■
小
学
生
女
子
低
学
年
（
2
㎞
）

❶
常
井
栄
子
　
（
第
一
小
3
年
）　
　
8
分
30
秒

❷
土
屋
美
憂
　
（
阿
見
小
3
年
）　
　
8
分
52
秒

❸
北
川
　
凜
　
（
舟
島
小
3
年
）　
　
9
分
10
秒

❹
今
村
　
菫
　
❺
野
澤
み
ゆ
り
❻
宇
津
木
凛
香

❼
村
野
ふ
う
な
❽
荒
井
絢
巴
　
❾
海
野
結
菜

�
古
谷
　
葵

■
小
学
生
男
子
高
学
年
（
3
㎞
）

❶
大
関
心
一
郎
（
舟
島
小
6
年
）　
　
10
分
27
秒

❷
関
根
梨
玖
　
（
本
郷
小
5
年
）　
　
11
分
21
秒

❸
海
野
悠
斗
　
（
第
一
小
5
年
）　
　
11
分
40
秒

❹
水
戸
部
駿
太
❺
飯
島
響
己
　
❻
大
徳
悠
太
郎

❼
佐
々
木
悠
人
❽
村
上
大
樹
　
❾
川
鍋
拓
哉

�
小
福
田
卓
弥

■
小
学
生
女
子
高
学
年
（
3
㎞
）

❶
富
田
陽
香
　
（
本
郷
小
4
年
）　
　
12
分
42
秒

❷
堺
　
由
奈
　
（
阿
見
小
5
年
）　
　
12
分
56
秒

❸
永
田
雛
子
　
（
本
郷
小
5
年
）　
　
12
分
56
秒

❹
堀
本
麻
紘
　
❺
北
川
暖
奈
　
❻
大
野
萌
香

❼
石
川
真
衣
　
❽
今
村
　
栞
　
❾
坪
田
夏
鈴

�
仲
川
陽
菜

■
中
学
生
男
子
（
5
㎞
）

❶
木
下
　
巧（
阿
見
中
3
年
）　
　
　
16
分
00
秒

❷
平
方
佑
記（
阿
見
中
2
年
）　
　
　
17
分
33
秒

❸
大
場
拓
実（
土
浦
日
大
中
等
3
年
）17
分
44
秒

❹
白
田
　
進
　
❺
豊
嶋
柊
人
　
❻
齋
藤
瞬
汰

❼
根
本
　
成
　
❽
橿
村
壮
太
　
❾
尾
上
耕
太
郎

�
小
玉
哲
也

■
中
学
生
女
子
（
3
㎞
）

❶
佐
々
木
芽
衣（
阿
見
中
2
年
）　
　
11
分
32
秒

❷
佐
々
木
瑠
衣（
阿
見
中
2
年
）　
　
11
分
32
秒

❸
長
谷
川
綾
香（
朝
日
中
1
年
）　
　
11
分
42
秒

❹
渡
邉
文
乃
　
❺
山
本
侑
果
　
❻
岡
田
美
紀
子

❼
小
林
愛
奈
　
❽
佐
藤
芽
衣
　
❾
大
塚
夏
実

�
埜
口
未
紗

■
一
般
男
子
（
5
㎞
）

❶
中
村
和
樹
　
　
17
分
43
秒

❷
入
江
航
史
　
　
17
分
46
秒

❸
角
楯
真
一
　
　
18
分
42
秒

❹
東
　
浩
司
　
❺
高
橋
功
吉
　
❻
宮
本
信
男

❼
島
田
直
弥
　
❽
小
嶋
正
一
　
❾
有
賀
　
誠

�
北
川
英
二

■
一
般
女
子
（
5
㎞
）

❶
大
関
淑
恵
　
　
19
分
33
秒

❷
矢
原
美
浦
　
　
20
分
29
秒

❸
野
口
貴
子
　
　
23
分
19
秒

❹
瀬
尾
由
美
子
❺
君
山
律
子
　
❻
出
井
ひ
と
み

❼
小
林
弘
美
　
❽
飯
野
清
美
　
❾
鈴
木
弘
美

�
村
田
え
り
か

■
一
般
男
子
（
10
㎞
）

❶
鈴
木
聡
志
　
　
36
分
22
秒

❷
浅
野
清
一
郎
　
36
分
54
秒

❸
中
嶋
和
也
　
　
37
分
11
秒

❹
齋
藤
　
順
　
❺
黒
沼
　
淳
　
❻
堀
切
　
学

❼
山
口
仁
志
　
❽
正
木
敏
明
　
❾
村
松
大
輔

�
冨
田
大
晶

生涯学習課☎888ー2526

AB
ノート注釈
AB : Marked

おわびと訂正
※『阿見町マラソン大会結果報告』中学生女子（3km）において、一部誤りがありましたので、紙面を正しい内容に差し替えています。おわびして訂正します。
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〈広告欄〉

エ
ク
セ
ル
）
操
作
が
で
き
る

▼
選
考
方
法	

書
類
選
考
・
面
接（
日

程
は
後
日
連
絡
）

▼
問
合
せ	

ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
商
工
観
光
課
内
）☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
7
1
）

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
『
少
年
少
女
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
教
室
』
参
加
者
募
集

▼
期
日	

2
月
22
日（
土
）

▼
時
間	

午
後
1
時
開
始

▼
場
所	

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト　

※
雨
天
時
は
町
民
体
育
館

▼
講
師	

▼
沼
崎
優
子
氏
（
ミ
ズ
ノ

株
式
会
社
）▼
小
林
幸
司
氏
（
ミ

ズ
ノ
株
式
会
社
）

▼
対
象	

町
内
在
住
の
中
学
生

▼
募
集
人
数	

1
5
0
人
（
定
員
で

締
切
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
期
間	

2
月
14
日（
金
）ま
で

※
毎
週
月
曜
日
・
2
月
11
日（
火
）

を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
も
含
む
）

▼
申
込
方
法	

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
性
別
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

学
年
・
所
属
団
体
を
明
記
し
て
、

❶
❷
の
方
法
に
よ
り
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
ま
た
は
直
接
左
記
に
申
し
込

む
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み

の
場
合
は
『
少
年
少
女
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
教
室
参
加
申
込
』
と
明
記
す

る
❶
町
内
の
中
学
校
の
部
活
動
に
所
属

し
て
い
る
人
は
部
活
動
を
通
し
て

申
し
込
む

❷
町
内
の
中
学
校
の
部
活
動
に
所
属
し

て
い
な
い
人
は
個
別
に
申
し
込
む

▼
そ
の
他	

ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ

ュ
ー
ズ
を
持
参
の
う
え
、
運
動
で

き
る
服
装
（
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
・
ジ

ャ
ー
ジ
等
）
で
お
越
し
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

生
涯
学
習
課
社
会
体
育

係
（
中
央
公
民
館
内
）☎
8
8
8
ー

2
5
2
6
ＦＡＸ
8
8
8
ー

0
0
3
2

■
『
あ
み
蕎そ

ば麦
を
食
べ
よ
う
』

参
加
者
募
集

町
認
定
農
業
者
の
有
志
で
つ
く
る

『
あ
み
蕎
麦
倶
楽
部
』
が
、
町
内
の

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
栽
培
し
た

常
陸
秋
そ
ば
の
体
験
会
（
そ
ば
打
ち

・
料
理
実
習
）
を
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
と
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時	

2
月
22
日（
土
）午
前
9
時

30
分
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所	

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
数	

7
組
14
人　

※
申
込

多
数
の
場
合
抽
選

▼
参
加
料	

5
0
0
円
（
材
料
代
）

▼
申
込
期
間	

2
月
10
日（
月
）ま
で

※
土
・
日
を
除
く

▼
申
込
方
法	

で
き
る
だ
け
2
人
1

組
と
し
て
、
電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

▼
そ
の
他	

参
加
者
全
員
に
そ
ば
粉

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

▼
問
合
せ	

町
認
定
農
業
者
連
絡
会

事
務
局
（
農
業
振
興
課
内
）☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
8
3
）

■
土
地
開
発
公
社
宅
地
分
譲

町
土
地
開
発
公
社
で
は
、
阿
見
町

大
字
若
栗
に
あ
る
宅
地
の
公
募
抽
選

に
よ
る
分
譲
を
行
い
ま
す
。

当
地
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
荒
川
沖
駅

よ
り
東
に
約
5 

km
の
位
置
に
あ
り
、

用
途
地
域
は
、
工
業
地
域
（
建
ぺ
い

率
60
％
・
容
積
率
2
0
0
％
）
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
面
道

路
に
は
上
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
分
譲
地	

❶
若
栗
1
3
7
1
番
地

2
4
❷
若
栗
1
3
7
1
番
地
2
5

❸
若
栗
1
3
7
1
番
地
2
6

▼
面
積	

❶
2
5
9
・
7
4
㎡
❷

2
5
9
・
7
4
㎡
❸
2
5
9
・
8
0

㎡
▼
販
売
価
格	

❶
6
7
7
万
円
❷

7
3
8
万
円
❸
7
4
6
万
円

▼
申
込
期
間	

2
月
7
日（
金
）〜
13

日（
木
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
申
込
場
所	

町
土
地
開
発
公
社

（
都
市
計
画
課
内
）

▼
抽
選
日
時	

2
月
15
日（
土
）午
前

10
時
か
ら

▼
抽
選
場
所	

役
場
3
階
3
0
2
会

議
室

▼
そ
の
他	

土
地
開
発
公
社
よ
り
直

接
お
客
さ
ま
に
販
売
す
る
た
め
、

仲
介
手
数
料
・
登
記
手
数
料
は
か

か
り
ま
せ
ん（
収
入
印
紙
代
・
登
録

免
許
税
等
は
、
別
途
必
要
で
す
）

▼
問
合
せ	

町
土
地
開
発
公
社
（
都

市
計
画
課
内
）
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
4
6
）

■
ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
実
行

委
員
会
臨
時
職
員
募
集

▼
勤
務
期
間	

4
月
1
日（
火
）〜
8

月
29
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

月
〜
金
曜
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
5
時
間

30
分
勤
務
）　

※
ま
い
・
あ
み
・
ま

つ
り
開
催
直
近
時
期
は
時
間
外
勤

務
あ
り

▼
勤
務
場
所	

役
場
庁
舎
内
1
階
ま

い
・
あ
み
・
ま
つ
り
推
進
室

▼
勤
務
内
容	

ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り

に
関
す
る
業
務
補
助

▼
時
給	

8
0
0
円

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
期
間	

2
月
28
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
応
募
方
法	

履
歴
書
（
3
か
月
以

内
撮
影
の
写
真
貼
付
）
を
直
接
左

記
に
提
出
す
る　

※
郵
送
不
可

▼
応
募
条
件	

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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tion
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おしらせ

■
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

お
よ
び
納
付

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま

で
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

と
併
せ
て
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

お
よ
び
納
付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年

分
の
基
準
所
得
税
額（
原
則
と
し
て
、

そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）
に
2
・
1

パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
を
掛
け
て
計
算

し
た
金
額
で
す
。

▼
問
合
せ	

竜
ケ
崎
税
務
署
☎

0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3

■
人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ

う
の
人
の
勉
強
会

▼
期
日	

2
月
23
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
45

分
▼
場
所	

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
つ
く
ば
市
吾
妻
）

▼
内
容	
▼
専
門
看
護
師
か
ら
装
具

の
選
び
方
や
日
常
生
活
の
送
り
方

の
説
明
・
問
題
点
の
対
策
法
▼
先

輩
か
ら
の
体
験
談
や
質
問
・
相
談

▼
装
装
具
販
売
会
社
か
ら
装
具
の

説
明
と
展
示
ー
な
ど

▼
参
加
料	

1
0
0
0
円

▼
申
込
方
法	

2
月
17
日（
月
）ま
で

に
、
電
話
で
左
記
に
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部　

山
之
内

☎
0
2
9
7
ー

6
2
ー

7
4
6
3

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
人
形
供
養

使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
人

形
・
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
を
ゴ
ミ
に
出

せ
ず
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、

人
形
供
養
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時	

2
月
23
日（
日
）▼
受
付
：

午
後
1
時
か
ら
▼
供
養
：
2
時
か

ら
▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
供
養
料	

1
体
1
0
0
0
円
、
2

体
以
上
2
0
0
0
円（
目
安
で
す
。

お
気
持
ち
で
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
供

養
料
は
、
町
の
社
会
福
祉
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
そ
の
他	

雨
天
決
行
。
人
形
な
ど

は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

阿
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ　

菅
野
☎
8
8
7
ー

3
6
0
8

■
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・

技
能
）
募
集

▼
受
験
資
格	

平
成
26
年
7
月
1
日

現
在
で
▼
一
般
：
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
人
▼
技
能
：
18
歳
以
上
で

保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て
53
歳
〜

55
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間	

4
月
2
日（
水
）ま
で

▼
試
験
期
日	

4
月
11
日（
金
）〜
15

日（
火
）ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
1

日
▼
問
合
せ	

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力

本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎

0
2
9
7
ー

6
4
ー

3
3
5
1

■
健
康
づ
く
り
課
か
ら

●
親
子
相
談
ル
ー
ム
『
く
れ
よ
ん
』

実
施

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
『
気
に
な
る

こ
と
』
や
『
心
配
な
こ
と
』
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？　

未
就
学
の
お
子
さ
ん

の
発
達
に
つ
い
て
の
不
安
（
言
葉
が

遅
い
・
活
発
す
ぎ
て
困
っ
て
い
る
・
お

友
達
と
上
手
に
遊
べ
な
い
な
ど
）
や

関
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
心
理
相

談
員
・
保
健
師
が
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。

親
子
相
談
ル
ー
ム
『
く
れ
よ
ん
』

は
個
別
相
談
の
た
め
、
事
前
に
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所 

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む　

※
土
・
日
・
祝
日

を
除
く

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

あ
な
た
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
心

の
悩
み
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
期
日	

3
月
20
日（
木
）

▼
時
間	

❶
午
後
1
時
〜
2
時
❷

2
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
担
当	

精
神
科
医
師
・
町
保
健
師

▼
申
込
期
間 

3
月
12
日（
水
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む
（
予
約
制
）　

※
匿

名
で
の
予
約
、
本
人
・
親
族
以
外

の
人
の
相
談
は
不
可

●
問
合
せ	
健
康
づ
く
り
課
（
総
合

保
健
福
祉
会
館
内
）☎
8
8
8
ー

2
9
4
0

■
『
家
族
介
護
支
援
事
業
』

参
加
者
募
集

▼
期
日	

2
月
21
日（
金
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』2
階
大
会
議
室

▼
内
容	

救
急
蘇
生
法
・
A
E
D
講
習

▼
講
師	

町
消
防
本
部

▼
対
象 

町
内
在
住
・
在
勤
の
人

▼
募
集
人
数	

20
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
期
間	

2
月
14
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
申
込
方
法	

電
話
で
左
記
に
申
し

込
む

▼
問
合
せ	

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
7
ー

8
1
2
4

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
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Informa
tion
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おしらせ

■
児
童
館
臨
時
職
員
募
集

●
児
童
館
臨
時
児
童
厚
生
員

▼
勤
務
期
間	

4
月
1
日（
火
）〜
平

成
27
年
3
月
31
日（
火
）

▼
勤
務
日
時	
毎
週
月
〜
金
曜
日
、

第
2
・
4
土
曜
日
の
う
ち
週
2
〜

3
日
程
度　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分（
7
時
間
45
分
勤
務
）

※
祝
日
を
除
く

▼
勤
務
場
所	

二
区
児
童
館
ま
た
は

学
校
区
児
童
館

▼
勤
務
内
容	

0
〜
3
歳
児
の
親
子

指
導
と
児
童
館
行
事
の
企
画
準
備

▼
時
給	

9
2
0
円

▼
募
集
人
数	

2
人

▼
応
募
条
件	

保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者

●
特
別
支
援
学
校
の
児
童
厚
生
員

▼
勤
務
期
間	

4
月
2
日（
水
）〜
平

成
27
年
3
月
26
日（
木
）

▼
勤
務
日
時	

毎
週
水
・
木
曜
日
、

午
後
1
時
30
分
〜
5
時
15
分
（
4

時
間
勤
務
）　

※
祝
日
を
除
く

▼
勤
務
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館

『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
勤
務
内
容	

特
別
支
援
学
校
の
生

徒
の
養
育

▼
時
給	

❶
9
2
0
円
❷
8
6
0
円

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
条
件	

❶
保
育
士
、
幼
稚

園
教
諭
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校

の
教
員
免
許
の
い
ず
れ
か
の
有
資

格
者
・
免
許
取
得
者
❷
❶
以
外
の

人
の
う
ち
社
会
福
祉
施
設
等
に
お

け
る
職
務
経
験
の
あ
る
人

●
応
募
期
間	

2
月
28
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

●
応
募
方
法	

▼
履
歴
書
（
3
か
月

以
内
撮
影
の
写
真
貼
付
）▼
免
許

状
・
保
育
士
登
録
証
の
写
し
ー
を

直
接
左
記
に
提
出
す
る　

※
郵
送

不
可

●
選
考
方
法	

書
類
選
考
・
面
接（
日

程
は
後
日
連
絡
）

●
問
合
せ	

二
区
児
童
館
☎
8
4
3

ー

3
2
8
2

■
『
完
了
検
査
制
度
』

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が
完

成
し
た
際
に
は
、
完
了
検
査
を
受
け

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
建
築
物
の
強
度
や

避
難
等
の
基
本
的
な
性
能
に
つ
い

て
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
関
係
規
定

へ
の
適
合
を
法
定
機
関
が
現
地
に
お

い
て
確
認
す
る
も
の
で
す
。
検
査
を

受
け
る
た
め
に
は
、
工
事
完
了
時
に

『
完
了
検
査
申
請
書
』
を
管
轄
の
行

政
機
関
ま
た
は
指
定
確
認
検
査
機
関

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
検
査
後
に
交
付
さ
れ
る

『
検
査
済
証
』
は
、
建
築
物
の
安
全

性
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
適
合
建
築
物

の
証
で
あ
り
、
建
築
物
の
売
買
や
融

資
を
受
け
る
際
、
ま
た
は
増
改
築
時

に
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ	

県
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー

建
築
指
導
課
☎
8
2
2
ー

7
0
7
4

〈広告欄〉

■平成 26年度有料広告募集！　『町ホームページ』・『広報あみ』に広告を掲載しませんか？
町では、地元産業の振興を図るとともに町の自主財源を確保するため、『町ホームページ』・『広報あみ』に有料広告を
掲載しています。平成 26年度掲載分について下記のとおり募集します。

ホームページ（バナ−広告） 広報あみ（原則として毎月第 4金曜日発行）
掲載位置 ホームページのトップページで、町が指定する位置 町が指定するページの最下段
広告枠数 4 枠 6半枠　※ 2半枠を１つ（全枠）として使用可

広告の規格
▼大きさ：縦 50ピクセル×横 175ピクセル
▼形式：GIF 画像（アニメーションGIF を除く）
▼容量：4KB以内

▼半枠：縦 45mm×横 86mm
▼全枠：縦 45mm×横 172mm

掲載料金 ▼ 1枠：月額 20,000 円
▼半枠：1 回 15,000 円
▼全枠：1 回 30,000 円

掲載期間
4 月 1日〜平成 27年 3月 31日まで
※ 1か月単位で掲載

4月号〜平成 27年 3月号までの各号（通常版）
※広告の申込は各掲載号につき 1社 1件限り

受付期間
2 月 3日（月）〜 10日（月）（掲載は申込順）
※土・日を除く。2月 12日（水）以降は、空き状況に応じて随時受付

申込方法
指定の申込書に広告原稿を添え、直接下記に申し込む
※広告原稿は、広告主が作成（バナ－広告の原稿データは、町が指定する電子媒体に記録）

申込者の資格
町内に事業所・店舗を有する人および事業所・店舗の進出を予定している人
※ 2月 12日（水）以降は、近隣市町村の事業所等も申し込み可

※広告掲載は、ホームページと広報あみの両方を申し込み可。また、複数月分を一度に申し込み可
▼問合せ	 商工観光課商工労政係☎888ー1111（171）



おしらせ

■
身
体
・
知
的
障
害
者
の
日
中

一
時
支
援
事
業
所
の
利
用

障
害
者
等
の
日
中
に
お
け
る
活
動

場
お
よ
び
一
時
的
な
休
息
の
場
の
確

保
を
目
的
と
し
て
日
中
一
時
支
援
事

業
所
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
（
利
用
者
1

割
負
担
）
が
で
き
ま
す
。

申
請
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象 

身
体
お
よ
び
知
的
の
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
人
で
町
障
害
福

祉
課
か
ら
日
中
一
時
支
援
事
業
の

利
用
決
定
を
受
け
て
い
る
人

▼
そ
の
他 

▼
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
前
に
面
談
が

必
要
に
な
り
ま
す
▼
施
設
に
よ
り

対
象
者
の
制
限
お
よ
び
利
用
者
負

担
が
あ
り
ま
す
▼
詳
細
は
、
各
施

設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
利
用
で
き
る
町
内
の
施
設	

▼
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿
見
翔
裕
園

☎
8
4
0
ー

2
8
8
1
▼
町
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
8
8
7
ー

0
0
8
4
▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
阿
見
こ
な
ん
☎
8
8
7
ー

8
5
8
8

▼
問
合
せ	

障
害
福
祉
課
（
総
合
保

健
福
祉
会
館
内
）☎
8
8
8
ー

2
9
4
3

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

●
地
域
ケ
ア
研
修
会
参
加
者
募
集

▼
期
日	

3
月
1
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
9
時
30
分
か
ら
）

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』2
階
大
会
議

室
▼
内
容	
講
演
『
こ
こ
ろ
の
病
を
持

つ
方
々
へ
の
地
域
に
お
け
る
支
援

活
動
に
つ
い
て
』

▼
講
師	

鎰か
ぎ
た
に谷

八
三
郎
氏
（
ひ
だ
ま

り
の
会
会
長
）

▼
申
込
期
間	

2
月
25
日（
火
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

●
第
6
回
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

参
加
者
募
集

▼
期
日	

2
月
28
日（
金
）

▼
時
間	

午
後
5
時
〜
7
時
30
分

（
受
付
：
4
時
45
分
か
ら
）

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』2
階
講
座
室

▼
内
容	

▼
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
の
講
義
・
演
習
▼
講
演

『
傾
聴
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
』

▼
講
師	

伊
東
聡
枝
氏
（
茨
城
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
専
任
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）

▼
対
象	

町
内
在
住
・
在
勤
の
人

▼
募
集
人
数	

30
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
期
間	

2
月
14
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

●
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

●
問
合
せ	

町
社
会
福
祉
協
議
会
☎

8
8
7
ー

0
0
8
4

■
自
動
車
税
減
免
申
請
の
出

張
窓
口
開
設

県
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
等
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
で
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
人
を
対
象
と
し
た
自
動
車

税
の
減
免
申
請
の
出
張
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

▼
期
日	

2
月
19
日（
水
）・
3
月
19

日
（
水
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

1
時
〜
4
時

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』1
階
食
生
活

改
善
研
修
室

※
減
免
の
要
件
に
よ
り
必
要
な
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

土
浦
県
税
事
務
所
収
税

第
三
課
☎
8
2
2
ー

7
2
3
0

■
『
元
気
い
ば
ら
き
就
職
面

接
会
（
水
戸
）』
開
催

▼
期
日	

2
月
20
日（
木
）

▼
時
間	

午
後
1
時
15
分
〜
3
時
30

分
（
受
付
：
1
時
か
ら
）

▼
場
所	

県
水
戸
合
同
庁
舎（
水
戸

市
柵
町
）

▼
対
象	

学
生
者
を
除
く
若
年
者
や

離
職
中
の
求
職
者

▼
そ
の
他	

▼
予
約
不
要
▼
参
加
費

無
料
▼
参
加
事
業
所
約
30
社
▼
詳

細
は
県
労
働
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

県
労
働
政
策
課
い
ば
ら

き
就
職
・
生
活
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
0
2
9
ー

2
3
3
ー

1
5
7
6

■
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

▼
期
日	

2
月
22
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所	

君
原
公
民
館

▼
対
象	

町
国
際
交
流
協
会
会
員
ま

た
は
町
内
在
住
者（
小
学
生
以
上
）

▼
内
容	

ふ
れ
あ
い
地
区
館
主
催
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
、
君
原

公
民
館
周
辺
を
歩
き
ま
す

▼
募
集
人
数	

30
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
期
間	

2
月
18
日（
火
）ま
で

▼
申
込
方
法	

電
話
で
左
記
に
申
し

込
む

▼
そ
の
他	

▼
雨
天
中
止
▼
履
き
な

れ
た
靴
・
防
寒
具
を
着
用
し
て
く

だ
さ
い
▼
飲
み
物
は
各
自
持
参
▼

参
加
賞
あ
り

▼
問
合
せ	

町
国
際
交
流
協
会
事
務

局
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
2
9
2
）

※
火
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion
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消防本部調べ
出場件数 17件（± 0）

※救急車の適正な利用を
お願いします

軽　　傷 13人（± 0)
中　　傷 2人（＋ 2)
重　　傷 3人（± 0)
死　　亡 0人（± 0)
合　　計 18人（＋ 2)

役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

人権相談／行政相談　日時：2 月 6日（木）・3月 6日
（木）午前 10時〜午後3時／場所：役場3階 305会議室
問い合わせ　総務課☎888ー1111（215）
子育て相談　電話・来所相談：月〜金曜日午前 9時〜
午後 4時／場所：中郷保育所内／訪問相談：随時受付
問い合わせ　地域子育て支援センター☎891ー2772
教育相談　日時：火〜金曜日午前 9時〜午後 3時／
場所：図書館となり
問い合わせ　教育相談センター☎888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後 1時〜 4時／弁護士
相談：月 1回午後 1時〜 3時 30 分（毎週水曜日の心
配ごと相談で要予約）／場所：総合保健福祉会館相談室
問い合わせ　町社会福祉協議会☎887ー0084
高齢者総合相談　日時：月〜金曜日午前 8時 30分〜
午後 5時 15分／場所：町社会福祉協議会内
問い合わせ　町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午、午後
1時〜 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ－
問い合わせ　町消費生活センタ－☎888ー1871
交通事故相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午、午
後 1時〜 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時〜
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎
問い合わせ　県南地方交通事故相談所☎823ー1123

●定例相談●

『子どもたちに木のぬくもりを』
町では、平成 24年 3月に阿見町放課後子どもプラン実施要綱

を策定し、従来一部の小学校でしか行っていなかった放課後児童
クラブ・子ども教室を昨年 4月からは全校で実施しています。
阿見小の児童クラブ等は学校区児童館で行っていますが、新た

に阿見小の敷地内に建物を建設する予定です。子どもたちが木の
ぬくもりを感じられるように木造で建てたいと考えています。

『まちのニュース・町長日記』1月

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、
うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい
センター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●

2 月の納税等
固定資産税（4期）
国民健康保険税（9期）
後期高齢者医療保険料（8期）
介護保険料（6期）
納期限 2月 28日（金）

3 月の納税等

交通事故発生状況　12月（前月比）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　47,744 人 ( ＋ 20）
●男　性　23,685 人 ( ＋ 15）
●女　性　24,059 人 ( ＋ 5）
●世帯数　18,588 世帯 ( ＋ 15）

▽ 1月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽総務課調べ

昨年末には、橋本昌県知事を訪問し、県産材の魅力や利用促
進に関する話をさせていただくとともに、県林政課の職員から
森林湖沼環境税を原資とする県単補助等の説明も受けてきまし
た。これからも県との連携を密にし、未来ある子どもたちのた
めに一生懸命取り組んでいきたいと思います。（上の写真は那珂
市児童クラブの木造建物）

阿見町長　天田富司男 橋本県知事と天田町長
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第66回成人式典が、1月 12日（日）に
町民体育館で開催されました。
今年は 463 人が成人を迎え、華やか
な振袖やスーツに身を包んだ 338 人の
新成人が式典に出席しました。
式典では、代表者 3人が、壇上で将来
の夢や抱負など、新成人としての決意を
発表しました（2ページ参照）。
当日は晴天に恵まれ、出席者たちは久
しぶりに会う友人と写真を撮ったり談笑
したりしていました。
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